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資料２（所管事項）

国際教養大学のアドミッション・オフィサーによる

新たな学生募集活動について

平成２９年２月１６日

学 術 振 興 課

１ 目的

国際教養大学が、高校との連携を一層深めた学生募集活動を行うことにより、

県内高校からの志願者を増やし、ひいては県内出身学生の確保につなげる。

２ 対象者

現時点では、他の専門分野や県外の大学を志望していたり、高校生活で課外活

動に熱心に取り組んでいる等の理由により、まだ国際教養大学への進学に関心を

持っていない県内高校の在校生で、大学が求める学生像※に合致し、大学での学

修が本人の成長に極めて有意義なものとなると期待される者。

※大学が求める学生像

主体的に学ぶ意欲が強く、鋭い問題意識を持ち、

① 基礎学力、論理的、批判的、創造的な思考力を身に着けた学生あるいは

卓越した経験や能力を持つ学生

② 国際関係について強い関心と探究心を持つ学生

③ 外国語運用能力と教養の修得を志す学生

３ 活動の内容

（１）概要

・候補者に対し、個別に大学のアドミッション・オフィサー※が大学の教育シ

ステムを説明し、大学の教育を体験する機会を提供することにより、候補者

の大学への関心や進学意欲を高め、受験を勧奨する。

・候補者は、既存の入学試験（特別選抜、一般選抜）を受験し、大学への入学

を目指す。

※高校との連絡・調整及び候補者との接触・連絡について統括的に行う者
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（２）活動の流れ

大学 高校 高校生

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ｵﾌｨｻｰ(AO)

による対象者の発掘

AOが高校に活動内容を説

明・対象者の紹介を依頼 校内で対象者を選定 相談 活動への参加について

検討

AOが対象者について 大学に対象者を紹介

入試委員会に報告

入試委員会が

候補者を決定

AOが高校に結果を報告 候補者に連絡 了承

大学、高校、候補者による面談を実施

学力向上のための 教育システムを体験

アドバイス

入学試験を受験

（３）活動の公平性を保つ仕組み

対象者の選定に当たっては、

① 対象としたい高校生像を明確に示した上で、高校に対して選定及び紹介を

依頼する。

② 選定は高校側に委ね、大学は紹介された対象者の中から候補者を決定する。


